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② 砂防設備点検の安全管理

(株)建設マネジメント北陸

平成２７・２８年度神通川水系砂防事務所管内砂防設備点検業務

（工期：平成2７年４月１０日～平成2９年３月３１日）

管理技術者 ○宮本 誠治
みやもと せい じ

担当技術者 内堀 涼二
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まえがき

神通川水系砂防事務所は７６１km2の管内に、昭和初期から今日に至るまでに構築され

た１６５箇所の直轄砂防設備を所管している（図－１）。 本業務は、これらの砂防設備

が正常な状態を維持し砂防機能を発現しているか、また、砂防指定地内行為が適正に履行

されているか等について現地確認するものであり、業務の実施にあたっては、広大な区域

に数多く点在する砂防設備を効率よく、しかも安全に巡視点検することが肝要となる。

管内は急峻な地形と脆弱な地質からなる山岳地帯に加え、急変する天候や有害動物の出現

など、巡視員を困らせる様々な危険因子が潜んでいることから、それぞれに対応した安全

策を講じる必要があった。

ここに、危険要因に対する改善事例を記載する。
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１．発注者と危険箇所の情報共有

砂防設備点検の点検ルートは、落石によりタラップの損傷や土砂の吸い出しなど、経年変化

によって荒廃が見られる。しかしながら砂防設備点検業務は、工事と違いハード面の危険除去

が困難であるため、発注者と危険箇所の共有認識もつこととした。

危険要因として事前にわかるもの、「斜面からの落石注意箇所」「堤体部袖ステップ損傷箇所」

「毒蛇、毒虫のいそうな渓流」「山岳道路の損傷箇所」などをは、前年度の点検結果などから

発注者と情報を共有し危険の除去に努めてもらった。

改 善 タラップの付け替え

タラップが落石により損

傷していたが、新規に付け

替えにより堰堤天端まで安

全に昇降できるようになっ

た。

改 善 落石の除去

点検路に落石があり、車

両通行不可となっていた

が、事前に除去することに

よって安全及び点検効率改

善につながるようになっ

た。

２．砂防巡視員の勘違いによる危険な行動

砂防設備点検を実施するにあたり、安全を考え複数の人

数で点検を行わなければならない。班員には、砂防施設又

は流域に精通した者を必ず１名従事させ実施していた。

しかし、草木類が繁茂したために車道からの進入口が不

明瞭になっているところや、アクセス路が判然としないと

ころがあるため、勘違いによる点検ルートの間違いが見ら

れた。

写真－１は餌掛谷第１号砂防堰堤の看板である。

砂防巡視員は、看板の位置を確認しながら点検を行う事が多く、この看板の下に堰堤が

あると思い込んで砂防設備点検を行った事があった。しかし餌掛谷第１号砂防堰堤の点検

ルートは、下流からの工事用道路から安全に行くことができるにもかからず急激な谷を降

タラップ破損

写真１ 看板

点検路に落石

タラップ交換

落石の除去
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ってしまった。

改 善 点検ルート図の作成

経験豊富な砂防巡視員も点検

ルートの勘違いが起こる事がわ

かり、点検ルート図を作成した。

点検ルート図には、どこまで

車で行け、どこが草木が多いか

把握できるようにし、落石等が

あれば随時記載し更新を行うよ

うにした。その他に携帯電話可能エリアも記載した。

砂防巡視員は、点検出発前に点検ルート図を確認することによって、点検ルートや危険

箇所の把握によって、安全度の向上に繋げた。

３．昇降時の安全確保

砂防設備周辺には、トラロープが備え付けてある事があ

る。砂防設備の調査や砂防設備点検で、点検ルートの目印

や転落や墜落の介添えとして使用している事が多々ある。

しかし、トラロープは力のかからない防護策や安全表示

に使うものが一般的であるため、砂防巡視の昇降用として

は不向きと思われる。

改 善 ロープ梯子の持参

砂防施設にもよるが、トラロープの代わりに登山用ロープの活用やロープ梯子を活用し

た。ロープ梯子もただ、ロープに棒を通したものではなく、出っ張りがあり昇降しやすい

ものを使用した。

その他にアルミ梯子を考えたが、施設から施設を移動するときに機動性が良くないため、

点検員の不評もあり活用しなかった。

４．砂防巡視員の体質把握

安全対策研究発表会で、虻によるアナフィラキシーショックによる緊急搬送の事例発表

点検ルート図

ロープと堰堤に隙間できる
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があった。普段の生活においては、アナフィラキシーショックは気にしたことがないが、

神通川水系砂防事務所管内の砂防設備点検では、携帯電話の不感地帯があったり、砂防設

備の場所まで何時間もかけ徒歩で移動する場合がある。そのため、有害昆虫の蜂刺されな

どによって、病院までのたどり着くには時間を要してしまうことが懸案事項としてあった。

砂防巡視員には従前、毒虫用吸引器の携帯をさせていた。

改 善 抗体検査で巡視員の体質把握

砂防巡視員には、アナフィラキシ

ーショックの対応として、蜂に対す

る抗体検査（資料－１）を実施し、

体質の把握をした。抗体の測定結果

が６段階中３クラスであった者が見

られた。対応として、巡視箇所は車

で行ける箇所に限定するとともに、

医師の処方によるアドレナリン自己注射薬（エペピン）を携帯した。安全ミィーティング

では、この者がアドレナリン自己注射薬を携帯している事を周知し安全管理を行った。

５．日々の安全管理

終日にわたり点検することは、日頃より内業を生業とし

ている身には体力的に非常に厳しいことから、本業務では、

健康で体力・気力が充実している精鋭を巡視員として選定

した。しかしながら、生活環境の変化が巡視員の体調に影

響を及ぼすこともあり得るため、安全朝礼では日々、いつ

もの元気があるか、顔色が悪くないかを聞き取りだけでは

なく、普段から観察することで確認した。やはり一番は日

々の安全確認が一番重要と認識し砂防設備点検を行った。

あとがき

砂防設備巡視業務は、移動しながら行うため工事現場のよ

うな大規模な安全管理が、なかなか難しい。その中で、砂防

巡視員の経験や知識を活かしながら、今後も努力していきま

す。さらに、「神通砂防での巡視点検における注意事項」を

書きため、改善することがないか日々悩みながら、さらなる

安全向上に取り組んでいきます。

ここに、今後も無事故無災害で業務を進める事を目標に、

ご指導、ご支援を賜った事務所関係者ならびに関係各位に深

謝申しあげます。

資料－１


